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C－29　古代権舎法力ヽら現代覧図法､まての歴史的悪業.
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目的　 截断方 法には平 面截 断法 とX 体飯新 法と があ るが ，参研 宍は その 中の平 函製 図法

(:＆出 吻system  ) にっ(->‘乙歴史的'^ －の研 吸をお こな・ だ 。現在のよ ５に 亀しr;^平面

転図法lこつヽ)乙() 輸t: は＆ ＜，製図 法は日 参に ， 存在 する外殊なも(7)で･あ る 。し 乃`し洋

装｡巍体 がぬ洋 から幕入さ,n-だもcr)Z･3t>') ，* 入さ れr=  時点 からの研 免 ，作 図方法(7)研 爽も

咎り が ，本研 恢は それらの研 艶 色ひと続 きにして ，平 面艇図 法 のほぼ 原点(ﾌ)淀,れ＆ 追求 し

たも ので･あ う 。

劣 忠　 古代 権憶!法(ｱ)亀物 は現 在^ 煕とo  つ乙j:。IS  ど少 なL  >。し 乃ヽし，彫像･  建・ 物 な

どエ ジプト 時代 力ヽら現在tこl:るま乙 の秘 図法に箭ず る峯俑を 抽!t,し ，解剖 学・ 美術 ・建甕

の方 面 力ヽら 裏付け考 緊s. し た 。

結 果c 古代｀ ジブト んの権 衛 法C  Egyptian canoヽ :) は> 第皿極左x  iq 一身長（ 女健 の場

合 はis) とい う指数 乙･あ る 。そして｡当時の型紙 は ，粗 削りの石 乙ヽ作 られr  ヽ ，た 。またピラ

S. ﾝ ﾄﾞ 作成 の祈 ，腕E  ( キa. －ピ ント) が慢 われ ，これ が 史上初 の物 差で･あり ヤード(ﾌ)基

礎 とな 。た 乙老 丈られ る.      ＠本格的に製 図法が恒森.'iヒ3  れ 誕 生しr=() ばiq 色紀てiあ るが

) ぞの
ー床と

な・ 仁(乃は･レネ ッサンス｡餉 のL6ona.v-<i．da.  Vinci C ψ52～15 IS ) の出現 に＆l>

・ 悛ば ，解吝･』乍 の父･  蔓貯 解飴 參の劃 絵羞 でヽあ る 。R) 日 本に;革靴が 寡x さ れたのは ，16

忽紀 削<? 世紀乙･あ る・Ifc 官紀は ，南蛮 吼としてであ る。i9 也紀以後 ，第i  次 世界尤戦前 戻

で は。平面 と土体 を総 合させ た方法をと り，富2 麗 芭界尤戟惶は 諸外 函の製 図法＆ 冬着と

し-c.  現 在のーm 法,とな ，た と,滝え られ& 。

C－30　衿構造の発達 一陣羽織を資料 として 一
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目的　衿を作る立場から, 衿の造形理論を得る目的で。衿の構造の 違いに着目し構成要

素の組成の違いによる三種の衿を設定した。この三種の衿はそれぞれ独立して矛盾なく成

立 し ，しかも相互に原理的対立 と関連を示してい ることを ，現在までに考案された衿をす

べてこの三種とその複合形に分類することによって明らかにしたＯ今回は衿構 造の自然史

的発達過程の分析をこの仮定を用いて行い ，その妥当性を検討し，これを分析の 尺度とし
て提案したい ，理論は現在の衿の現象を説明し得 るのみならず ，過去の構 成技術をも分析

し得なければならないと考える。

方法　 以上の仮;定は西洋で発達した衿を用いて報告した。今回は日本で発生 ，発達 。消

滅した陣羽織8    0領の衿を資料 とし，衿の発達過程 の分析をこの仮定を用いて行った。
結果　1）　陣羽織の衿は発達過程をたどると「 立衿」「折り衿」「 開き衿」と次第に複

雑な構造の衿へと変化し ，すでに「 三基本形」が出現してい る。　　Ｓ　 構成 要素別に見る

と「身頃衿つけ線」は直線から 曲線へと変化が見られ ，末期にはこれ による立体的な衿 も

見当 る。 Ｆ衿巾ｊ は直線から曲線へと進 み，更に曲線 の多様化 が見 られ ，立衿 ，折り衿 ，

開き衿のこれによって生ず る変化が最も多い。「 衿角度 ，衿腰 ，返り」の構成要素は直線

裁断だけが見られ ，従って初原の形を示し ，意図的変化は見当らない発達段階である。

3）　今日のように発達した衿を意図的に予測して制作を行うための理論として認識すべき

構造部分が明らかになった。 即ち ，美と不可分で連続的総体としてとらえられていた「衿

角度丿 及びr 衿腰I   であ≪) . その理論的分析が必要と思われる。


